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＜連絡事項＞

· 本日午後より、準看護師　佐々木柳太郎（東病棟）スタッフが、ローテーションで通所へ来ている。

· 明日、勤務変更あり。各自確認する事。

· 経過連絡表の提出が今日までの為、メールにて提出する事。
（デイケア→下館S.G.M　デイナイトケア→中居J.G.M）

· 6／13（水）までに、職員旅行１班のスタッフは希望コースを入力する事。

＜外来情報＞

· 平　康子様　　～腰痛訴えあり、カロナール１週間分処方となっている。

· 中居　松男様　～両膝の痛みを訴えているが、自制内との事。
· 鈴木　恵美子様～通所時に歩く区間を多く持っていると話される。新しいスタッフを気にして、
　　　　　　　　しきりに話しかけている。
· 奥山　以依子様～採血実施している。
· 前野　義勝様　～１ヶ月で２kgずつ痩せるように目標を持っていると話される。外来医より、
　　　　　　　　無理をしないようにと助言あり。
· 柳町　信之様　～診察中にやつき見られている。肛門や両足の鶏眼はだいぶ良くなったと話される。

＜利用者様情報＞

晴山　美智子様～昨日ケース会議実施。今後の方向性について話し合いを行っている。

○本人からの訴え

「痩せたい、今の自分が嫌だ」と繰り返し聞かれ、ダイエットの為に青山荘入所するか、「家にいると甘えてしまう」との事で単身生活を希望している。

○現在の生活状況
・食事～1日４食を摂取しているが、時間があれば何かを食べているとお母様より報告あり。食事内容　　　　　

としては、肉食が主で、「本人が好きだから、肉ばっかり食べさせている」と話される。
・休日の過ごし方～日曜日は何もせずに自宅にて過ごしている。土曜日には朝６時頃に外出し、20時

頃に帰宅。外出後からドトールで過ごし友人と合流している。１日の食事を外食で摂取している。

・自宅の過ごし方～母が家事全般を行ってくれる為、自分では何も行っていない。
　　　　　　　　　体重が増加する以前は家事の手伝いを行っていた。
　　　　　　　　　夜間寝るときには、母親に抱きついて寝る等、甘えた行動が見られている。
・職親利用～現在1年半利用している。休む事も多くなり、職親先よりこれ以上の受け入れは難しい　　　　

と話があったとの事。本人からも「辞めたい」と訴えあり。

○今後のケア方針
　目標：90kg（本人目標70kg）
　計画①外来通院（１回／週　月曜日）
　　　②デイケア通所
　　　（6/13より月～金曜日の週５日通所。バイタイル測定、栄養指導（本人・家族）、ダイエットプ　

ログラムの実施、相談の場の提供）
　　　③生活支援（家族に自立の方向へ向けて何もせずに見守る）
　　　④チェックシートの記載（青明舎が作成し本人の実行した事やスタッフの関わりについて記載）

＜デイケア事例検討＞

庭野　弘樹様　（42）　統合失調症・糖尿病

月・火　⇒　幸房利用

木・金　⇒　デイケア利用

治療計画～服薬理解を深め、再発の防止に努める

　　　　　他者との交流を図る場を提供し、対人技能の獲得・向上に努める

デイケアでの様子

○服薬について～本人からは「飲めって言われているから飲んでいる。飲まなくてもいい気がする

けど。」との発言聞かれているが、断薬や忘薬はなく服薬する事出来ている。

⇒　服薬の必要性よりも、中断により予想される自分の変化について理解している
のか、面談を通して確認する。又、自分の病気についてどの程度理解しているかを確認。

○対人技能について～自分から他者との交流を持つ事は出来ており、親しいメンバーもいる。周囲に対して興味を持って接する事が出来ている様子。

○今後の方向性～本人からは就労希望聞かれている。


　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　「体力が足りないから、まだ仕事が出来ない」

　　　　　　　

・今後は、デイケアで就労前準備段階プログラムを再開する予定の為、対象に入れて考えていく。又、本人へも就労に向けたプログラムを考えている事を説明する。

・自分で就労へ向けて動く事が出来ない（青明舎利用や職安利用など）。「周りの人がやってくれる」と話される事がある為、本人と一緒に就労までの段取りを考え、就労まで繋げる。

平　康子様　（58）　統合失調症

治療計画～生活・対人の技能向上

　　　　　本人の言動を受容し、ストレスを溜め込まず安心感を得られるよう対応する

○デイケアでの様子

生活・対人技能～何かあるたびに松平病院の事を引き合いに出す為、他メンバーから「松平のことばっかり言っているから、もうあんだとは話したくない」と強い口調で話されていること度々ある。

　　　　　　　　　時折、他者をからかうような発言や、他者を非難するような発言をされることがある。

ストレス対応～グループホームでの生活で、他者との関係がストレスとなる事があると訴えてこられる事があるが、随時スタッフへ相談する事が出来ている。

（例：炊事の際に他者がタバコを吸いながら行う事が気になるなど）

　　　　　　　　気になる事があるとストレスになるが、他者に相談する事が難しい為自分の中に　押し込めてしまい、体調を崩してしまう事がある。

○今後の対応

· 本人の訴えを聞きストレス対処に向けたアドバイスを行う。

· 自分の言動が原因で他者との関係が崩れてしまっている事もある為、同時に本人へも他者との対応法についてアドバイスを行っていく。

○現在気になっている点

· 食事は気を付けていおり間食も行っていないと話されるが、体重増加傾向が止まる事は無い。又、定期的な運動を促すが、体調不良を理由にデイケアでは臥床して過ごされる事が多い。

· 体調不良を理由に運動を休まれたときにも、他メンバーから菓子をもらって食べている事がある。

· 万歩計を使用しているが、購入後１週間もしないうちに紛失してしまっている。紛失を理由に「歩けない」と話されている。


今後の関わりとして

　・個別での食事指導の実施と、毎日の食事内容の見直し。

　・本人と最低限の基準決めておき、毎日運動の目安をとして実施するように説明する。

　・体調不良が聞かれた際には原因と思われる事について話し合いを設ける。

（ストレスが原因と考えられる為）

本人が考える


就労に足りない物














